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第 3 章では、まず深い変調とレンズ効果を同時に行えるように従来のQVM 電気光学位相変調器の分極反転形状





































まず、第 1 章で本研究の背景、意義、目的を明らかにし、ついで第 2 章では、電気光学結晶の周期的分極反転によ
る光とマイクロ波の疑似的速度整合 (QVM) について述べた後、その周期的な分極反転部の幅や位置により位相変
化を制御できることを導いて、時空間変調器への応用の可能性を示しているo 第 3 章では、まず従来の QVM の分極
反転形状をレンズ形状とし、位相変調とレンズ変調効果を同時に行えるレンズ‘位相変調器について検討した。これを
LiTa03 を用いて試作実験によりその動作を確認しているo ついで、光走行効果のためレンズ形状電極では 2 次関数
状の理想的レンズ効果とならないので、理想的位相分布を得る分極反転形状を考察し、それに基づき、変調器を試作
し、実験を行った結果、動作周波数16.25GHz で、放物線状の誘導位相変化と、最短の20cmの焦点距離のレンズ効果





16.25GHz にて動作実験を行い、 10rad のうマンナス回折パターンを観測してその動作を確認している。また、その
各回折光に光学レンズによる 2 乗位相分布を与え、約20点の空間分解能を持つ 16GHz の単一方向光偏向を達成した。
第 5 章では、レンズ効果を併せ持つ電気光学変調器/偏向器の超短光パルス生成への応用が述べられているD 通常の
電気光学位相変調器と群遅延分散でチャーフ。圧縮により短パルスを生成する場合には、パルス聞に圧縮に寄与しない







ズ変調を伴う電気光学偏向器とスリットの組み合わせで数ピコ秒程度の短光パルスの生成も試みているo 第 6 章は研
究成果を総括である o
以上のように、本論文は、今までに殆ど手の付けられていなかった超高速域の光の時空混合型の制御素子、電気光
学レンズや偏向器の開発研究成果を示すと共に、それらの新たな多くの応用の可能性を示唆しており、今後の超高速
光エレクトロニクスに寄与するところ大と考えられるので、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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